
代
議
員
か

ら
分
会
執
行

委
員
会
や
班

集
会
に
つ
い

て
工
夫
し
た

取
り
組
み
を

し
て
い
る
。

組
織
拡
大

は
新
採
対
策

行
動
、
飲
み

会
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
等
で

若
い
人
と
繋

が
り
を
持
っ

て
い
る
。

個
人
の
取
り
組
み
か

ら
班
・
分
会
に
報
告
し

組
織
的
な
取
り
組
み
に

前
進
し
た
。

国
労
の
先
輩
が
若
手

に
国
労
に
入
れ
と
簡
単

に
言
う
。
見
習
う
べ
き
。

エ
ル
ダ
ー
希
望
の
条

件
が
合
わ
な
く
て
辞
退

し
て
い
る
。
賃
金
・
労

働
条
件
が
悪
い
。

ダ
イ
ヤ
改
正

で
は
特
急
列
車

の
一
人
乗
務
、

水
郡
線
ワ
ン
マ

ン
運
転
の
改
善
。
水
郡

線
の
時
刻
変
更
で
通
勤

が
不
便
に
な
っ
た
。

委
託
化
の
実
態
を
知

る
こ
と
、
若
い
人
を
組

織
化
へ
と
発
言
が
あ
っ

た
。赤

沼
書
記
長
よ
り
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
闘
い
、
18
春
闘
、
反

合
理
化
・
労
働
条
件
改

善
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
問
題
、

組
織
強
化
拡
大
、
遠
距

離
通
勤
、
エ
ル
ダ
ー
関

係
に
つ
い
て
書
記
長
集

約
が
さ
れ
た
。

第２号 こくろう みと 平成２９年１０月３０日

国
労
運
動
を
総
団
結
・
総
決
起
で

今
大
会
で
組
織
拡
大
、

職
場
で
の
闘
い
が
報
告

さ
れ
た
。

あ
る
会
社
で
組
合
員

が
過
労
死
で
亡
く
な
っ

た
が
組
合
は
職
場
で
何

も
し
な
い
。
労
働
組
合

の
役
割
・
存
在
が
問
わ

れ
て
い
る
。

運
動
方
針
が
確
立
し

た
が
組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
力
が
必

要
で
す
。

執
行
部
も
組
合

員
の
様
々
な
諸
課

題
に
耳
を
傾
け
、

解
決
・
前
進
に
奮

闘
し
て
い
く
。

国労水戸地方本部
水戸市中央1-１—11
ＥＮＹビル２Ｆ
029-221-4008

発行責任者 久保田 重明

編集責任者 坂下 司

仲
間
の
信
頼

力

に
変
え
て

さ
あ
踏
み
だ
そ
う

組
織
の
拡
大
へ

第
69
回
地
本
大
会
二
日
目
は
永
年
役
員
・
機
関
紙
表
彰
か
ら
始
ま

り
、
質
疑
討
議
は
11
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
運
動
方
針
が
確

立
し
た
。
役
員
改
選
で
は
久
保
田
新
委
員
長
以
下
、
新
執
行
部
を
選

出
し
た
。
ス
ト
権
確
立
・
大
会
宣
言
・
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

2017年度
国労水戸地本新役員

執行委員長 久保田重明

副執行委員長 塙 正人

書記長 赤沼 廣行

執行委員 泉 秀俊

黒澤 一文

大賀 泰男

坂下 司

猪狩 文男

会計監査 塩沢 富世

大津 勝

坪井 昭光

永年役員

後藤 道弘（大子）

寺門 通（大子）

機関紙

貨物分会

運転協議会

役員退任

塚原 良雄 （前委員長）

出羽 正則 （前執行委員）

今日までご苦労様でした。

今後の益々のご活躍を期待します。

久
保
田
新
委
員
長
あ
い
さ
つ

表

彰


